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2019年度 滋賀会「伊吹山」研修

報告：高田裕美子

1．日時 7月 7日（日）

2．場所 伊吹山

3．参加者 小西（研修担当）、高橋、水田、平田、橋木、関澤、高田

4．コース スカイテラス駐車場→西登山道コース→山頂→中央登山道コース→スカイテラス駐車場→北

尾根入り口の静馬が原付近トラバース

<スカイテラス駐車場>

モリアオガエルの卵が看板についていました！ バイカウツギ（アジサイ科ウツギ属）

<西登山道コース>

シモツケ（バラ科シモツケ属） アカショウマ（ユキノシタ科チダケサシ属）
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カノコソウ（オミナエシ科カノコソウ属） アカソ（イラクサ科ヤブマオ属）

茎、葉柄などが赤い

オオイタヤメイゲツ

（ムクロジ科カエデ属）

鋸歯が荒く切れ込みが深くない

クサタチバナの実と花（キョウチクトウ科カモメヅル属） ヒヨクソウ（オオバコ科クワガタソウ属）

萼が外側

イブキトラノオ

（タデ科イブキトラノオ属）

ヤマアジサイ（アジサイ科アジサイ属）

イブキトリカブト

（キンポウゲ科トリカブト属）

キヌタソウ

（アカネ科ヤエムグラ属）

※花穂が対に

なって出る
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ジュウカイボン ハナヒリノキ

（ツツジ科イワナンテン属）

クサフジ（マメ科ソラマメ属）

キンバイソウ

（キンポウゲ科キンバイソウ属）

コイブキアザミ（キク科アザミ属）

カラマツソウ

（キンポウゲ科カラマツソウ属） ハリバエの仲間

サワフタギ（ハイノキ科ハイノキ属） マメグミ（グミ科グミ属）

イブキタイゲキ

別名:高燈台

（トウダイクサ科

ドウダイクサ属）

茎にアワフキムシ！

幼虫が排泄物を泡

立てた泡状の巣を

保 保護の為用いている

のでこの名前がついた

別名錦

織木。木

灰を紫

紺染め

の媒染

に利用

白花→黄花→実

葉は有毒
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ヨコバイの仲間 オオヨモギ（キク科ヨモギ属）伊吹もぐさの原料

キバナハタザオ（アブラナ科キバナハタザオ属）

グンナイフウロ（フウロソウ科フウロソウ属）

イブキノエンドウ（マメ科ソラマメ属） フジテンニンソウ（シソ科テンニンソウ属）

ヒメフウロ（フウロソウ科フウロソウ属） イブキシモツケ（バラ科シモツケ属）

薬草園の名残

り。

ヨーロッパか

らの薬草につ

いてきた

アカスジカ

メムシ

花後

横に這って移

動する仕草か

ら名がついた
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コバノトネリコ（モクセイ科トネリコ属） クマシデ（カバノキ科クマシデ属）

ツルアジサイ（アジサイ科アジサイ属） コウグイスカグラ（スイカズラ科スイカズラ属）

別名ゴトウヅル

カマツカ（バラ科カマツカ属）

オオヒナノウスツボ（ゴマノハグサ科ゴマノハグサ属）

ヤマガラシ 別名イブキガラシ（アブラナ科ヤマガラシ属）

）

シナノキ（アオイ科シナノキ属）

野球のバ

ット材

別名ヒメヒョウタンボク

2 つ並んで咲く花が実に

なるとき、合着して瓢箪

の形になる

材が丈夫で

鎌の柄など

に使われた

葉が松葉に似ている

キバナノカワラマツバ（アカネ科ヤエムグラ属）
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コバノクロウメモドキ ミヤマコアザミ（キク科アザミ属）

（クロウメモドキ科クロウメモドキ属）

キバナノレンリソウ

（マメ科レンリソウ属）

ヤマホタルブクロ コバノミミナグザ（ナデシコ科ミミナグサ属）

（キキョウ科ホタルブクロ属）

ハクサンフウロ（フウロソウ科フウロソウ属）

雄しべは筒状で内側

に花粉。その筒の中

に雌しべがある。花

に虫が止まると柱頭

が上に上がってく

る。その際に筒の中

の花粉を持ってくる

萼片の間に

反曲する付

属体がない

ことで区別

される

萼に毛が少

ない。切れ込

みがない

ミヤマイボタ（モクセイ科イボタノキ属）

イブキノエンドウ同様にヨーロッパ原

産の牧草。薬草園がここにあった証拠

伊吹山

と秋吉

台の石

灰岩地

にのみ

見られ

る貴重

なもの
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シロジュウシホシテントウ イブキフウロ（フウロソウ科フウロソウ属）

<山頂>

イブキジャコウソウ（シソ科イブキジャコウソウ属）

<中央登山道コース>

ヒメヒゲナガカミキリ

サルナシ（マタタビ科マタタビ属）

オオマムシグサ（サトイモ科テンナンショウ属）

エゾフウロの花弁の

先が 3尖裂している

小低木。強い芳香。

伊吹山で最初に発

見された。
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キクムグラ オオカニコウモリ ヤマタツナミソウ

（アカネ科ヤエムグラ属） （キク科コウモリソウ属） （シソ科タツナミソウ属）

ミヤマトウキ

（セリ科シシウド属）

<スカイテラス駐車場>

ヒメフウロとコメガヤ

漢方薬。

根は血

液循環

を高め

る作用

がある。

希少種。

花は一

方向に

向いて

したか

ら咲き

あがる。
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<北尾根入り口の静馬が原付近トラバース>

ザゼンソウ 別名ダルマソウ ミヤマガマズミ

（サトイモ科ザゼンソウ属） （ガマズミ科ガマズミ属）

ウミユリの化石

ウミユリ：

棘皮動物


